
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                                              

発 行  大 寄 公 民 館 

住 所  深谷市起会 84-1 

電 話  571-0341 

F A X  574-5865 

令和６年２月１日 発行 

青少年健全育成深谷市民大会「こども学びスタｉｎ深谷」が開催され、「３つの運動」標語コンクールにお

いて、大寄小 ６年生の神保 賢心くん が最優秀賞を受賞されましたので、ご紹介いたします。 
 

「あいさつは 心動かす 第一歩」 
※３つの運動＝靴をそろえよう、すすんであいさつをしよう（５年度標語コンクールのテーマ）、ことばを大切にしよう 

 昨年に引き続き、たくさんの応募をいただき、ありがとうございました。日頃の成果をお披露目

いただくこの機会に、地域の皆さんとともに文化・芸術に触れ、地域の方々との交流の場としても

活用いただきますよう、たくさんのご来場をお待ちしております。 

 また、「吹矢体験教室」を３月３日（日）午前９時３０分～午後２時３０分に予定しておりますの

で、是非ご参加ください。 

問い合わせ  大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

と き  ３月２日（土）午前９時～午後５時 

３月３日（日）午前９時～午後３時 

ところ  体育室 

昨年度の募集作品のなかから、大寄地区のかたの作品をご紹介します。 

ありがとうの手紙へ 

深谷中学校 ３年（現高１年） 髙田 果良 

 私は今、すごく幸せなんだと思います。世界中に苦しんでいる人がいる中で、笑っていられるのは

家族や友達がいるからなんだと思います。こんな当たり前のこと、「感謝」について深く考えてたくさ

んの「ありがとう」を思い出します。ありがとうの手紙を書くたびにこんなことをしています。普段

言えない「ありがとう」、いつも言ってる「ありがとう」を書き出している時間はどこか 

自分を優しくしてくれる気がして私は好きです。 

だから、この「ありがとうの手紙」に「ありがとう」 

 

たかだ  かうら 

じんぼ けんしん 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 伝統の美、日本舞踊を無理なく、楽し

く、美しくをモットーに、宗家西川流の

指導員のもと、古典物、小唄、民謡、歌

謡曲まで幅広くお稽古しています。 

足腰も鍛えられ、リズム感や運動機能の

アップ、また着物を着た際の美しいしぐ

さも身につきます。少しだけ体験してみ

たいという方には、短期コースもありま

すので、お気軽にご参加下さい。  

 ＊見学できます。 
活動場所：大寄公民館 2 階多目的室 

活動日時：毎週金曜日 午前９時～１２時 

２月１１日（日）は、設備点検のため、住民票

などの各種証明書の発行、市税の納税は、終日お

取り扱いできません。（パスポートについては交

付のみ）ご不便をお掛けしますが、ご協力をお願

いします。 

問い合わせ キララ上柴行政サービスセンター  

 ☎５７２－５７７０ 

ところ

※　当会場は関東信越税理士会熊谷支部の協力を得て開設しています。

　　熊谷税務署管内のかたであればどなたでも相談可能です。

問い合わせ　熊谷税務署　個人課税部門　☎５２１－２９０５（自動音声）確定申告に関するご相談は「0」の番号を選択してください。

上柴公民館　大会議室２（深谷市上柴町西４－２－１４　アリオ深谷３階）

対　象

・給与所得で医療費控除の申告をされるかた

・令和５年中に退職などで年末調整を受けていないかた

・公的年金などを受給し、申告をするかた

・給与所得、雑所得、配当所得、一時所得だけのかた（初めて住宅借入金等特別控除を申告するかたを除きます。）

と　き
２月１６日（金）～３月１日（金）（土・日及び祝日を除く）　

午前９時１５分～午前１１時００分　午後１時００分～午後３時００分

令和５年は、火災が７４件発生し、昨年に比べて３６件増

加しました。また、令和６年１月は、すでに火災が４件 

（１月１４日現在）発生している状況です。 

火災はちょっとした油断や不注意から発生します。原因

の多くは「たき火」、「たばこ」、「こんろ」です。火を取り扱

う時は、火のそばを離れないことが大切です。 
 

問い合わせ 深谷市消防本部 ☎５７１－０９１３ 

該当地区 ところ

大寄地区・八基地区 幡羅公民館

※受付時間　午前９時～１１時　午後１時～４時

※当日都合のつかないかたは、期限内（２月１６日（金）～３月１５日（金））に他の会場で申告してください。

と　き

※市内全域のかたを対象に、２月２５日（日）は幡羅公民館、３月１５日（金）は川本公民館で行います。

２月２０日（火）

せん   じ   かい 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

      

《大寄地区の人口》 令和６年 １月 １日現在 （ ）は前月比 
 

男性  1,４９４人（ - ３） 合計  3,０２５人（ - ２） 

女性  1,５３１人（ +  １） 世帯  1,２６８ （ - １） 

） 

１５日（木）趣味の作品展打合せ会議② 午後７時～ 大会議室 

２７日（火）第１１回自治会長会議 午後７時～ 大会議室 

 【使用済小型家電の収集日】 １４日（第２水曜日）、【有害ごみの収集日】１６日（第３金曜日） 

【要 件】①深谷市に関心があり、地域に積極的に

関わる意欲がある  

②４月１日時点で１８歳以上 

【講座日程】４月～令和７年２月 

【申込方法】ちらしの応募用紙（公民館へ提出可）ま

たは電話で問い合わせ先へ申し込み。 

その他 QR コードから電子申請。 

【募集期間】２月２９日(木)まで 

【定 員】８０名（多数の場合は抽選）       

【学 費】１万円 

【問い合わせ】ふかや市民大学事務局 

☎５７２－９５８１ 
 

詳細は、公共施設等にあるちらしをご覧ください。 

と  き  ３月１６日（土） 

内  容  女性が人生を長く楽しむために、ライフステージによって変化する自分の身体について

正しく知ることが大切です。女性ならではの身体の悩みや心の不安を知り、健康を維持

するためのセルフケアを学び、活力を高めましょう！ 

 第１部  第２部 

時 間 １３：００～１４：００ １４：１５～１５：１５ 

会 場 上柴公民館 大会議室１ 

内 容 新しい扉を開く時～貴方の更なる美し

さと出会う～心を整えるメイク講座 

漢方の知恵でプチ更年期 

～アンチエイジング対策講座～ 

講 師 心理士/IFPA 国際アロマセラピスト 

天川瞳 氏 

大慶堂漢方薬局 岡 理絵 氏 

対象／受講料  市内在住、在勤または在学の女性 抽選 ３0 名 ／ 無料 

申し込み  ３月１２日（火）までに人権政策課に電話（☎５７４－６６４３）で予約する 

マイナンバーカードとお持ちのパソコンやスマー

トフォンにより、パスポートの一部手続きが、国の

マイナポータルから電子申請で可能となります。 

電子申請による手続きでは、窓口にお越しいただ

く回数が、原則としてパスポートを受け取る際の一

回のみとなります。引き続き、紙による手続きも可

能です。 

詳しくは、深谷市パスポートセンターへお問い合わ

せください。 

 

【問い合わせ】 

深谷市パスポートセンター  

☎５７２－５７７０ 

電話対応時間：午前９時～午後５時 

※卓上コンロのカセットボンベやスプレー缶は、必ず中身を使いきり、穴をあけて有害ごみとして出して

ください。収集車両やごみ処理施設の火災防止のため、ご協力をお願いします。 

令和５年度 男女共同参画支援講座 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

無
代
で
も
承
諾
さ
れ
た
い
」
と 

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
渋 

沢
栄
一
の
提
言
を
受
け
入
れ
、
韮 

塚
、
金
井
両
人
の
奔
走
に
よ
り
、 

十
四
か
村
で
は
村
の
有
力
者
が
相 

寄
り
協
議
の
う
え
、
そ
の
趣
旨
が 

理
解
さ
れ
た
。
明
治
二
十
年
九
月 

二
十
八
日
に
、
第
一
工
場
を
埼
玉 

県
下
の
候
補
地
に
建
設
す
る
こ
と 

を
内
定
し
た
。 
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一
枝 

大
寄
村
の
歴
史 

日
本
煉
瓦
製
造
会
社
（工
場
設
置
の
決
定
）シ
リ
ー
ズ-

② 

 

か
ら
連
日
の
よ
う
に
会
合
を
重

ね
、
一
部
に
は
煙
害
等
を
理
由

に
反
対
す
る
者
も
あ
っ
た
が
、

村
々
の
有
力
者
を
は
じ
め
多
数

の
人
々
の
承
認
、
賛
同
を
得
て
、

「
煉
瓦
工
場
建
設
請
求
書
」
を

作
成
、
調
印
し
、
連
合
戸
長
の

奥
書
を
得
て
三
井
物
産
会
社
に

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
渋

沢
栄
一
は
こ
の
請
求
書
を
一
読

す
る
な
り
次
の
点
を
指
摘
し
、

そ
の
不
備
な
点
を
補
足
す
る
よ

う
促
し
た
。
文
書
は
原
土
の
こ

と
に
触
れ
て
い
な
い
。 

 

肝
要
な
の
は
原
土
を
無
代
で

供
与
す
る
旨
を
明
瞭
に
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
渋
沢
栄
一
の
持

論
と
し
て
は
、「
原
土
を
掘
採
し

て
畑
地
の
床
下
げ
を
行
い
水
田

と
す
れ
ば
、
今
ま
で
米
作
に
不

適
で
あ
っ
た
農
地
が
良
田
と
な

っ
て
農
民
の
生
活
を
豊
か
に

し
、
ま
た
煉
瓦
工
場
が
設
置
さ

れ
れ
ば
、
工
場
で
働
く
人
夫
な

ど
も
近
村
よ
り
雇
い
入
れ
る
な

ど
、
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に

地
元
に
と
っ
て
も
利
益
に
な
る

の
で
あ
る
。
従
っ
て
原
土
代
は 

 

煉
瓦
工
場
建
設
地
決
定
に
至

る
ま
で
の
地
元
民
に
対
す
る
対

策
、
誘
致
運
動
は
、
東
京
の
本
部

で
は
渋
沢
、
益
田
ら
の
ほ
か
、
三

井
物
産
会
社
の
社
員
が
そ
の
衡

に
当
た
り
、
現
地
で
は
韮
塚
直

次
郎
、
金
井
元
治
が
中
心
に

な
っ
て
活
動
し
た
。
韮
塚
、
金
井

両
人
は
と
も
に
、
か
つ
て
農
業

用
水
の
備
前
渠
用
水
路
整
備
事

業
を
行
っ
た
時
の
功
労
者
で
、

地
元
民
に
信
望
が
厚
か
っ
た
。

両
人
は
地
元
の
有
力
者
宅
を
訪

問
し
た
り
、
韮
塚
宅
（
仮
事
務
所

に
な
っ
て
い
た
）
に
村
人
を
招

き
、
工
場
誘
致
の
必
要
性
、
国
内

外
の
事
情
を
説
明
す
る
な
ど
し

て
、
懇
談
の
う
ち
に
諒
解
を
求

め
た
。
こ
れ
ら
の
運
動
の
対
象

と
し
た
村
々
は
、
当
時
の
高
畑

村
・
上
敷
免
村
・
明
戸
村
・
新
井

村
・
藤
ノ
木
村
・
蓮
沼
村
・
高
島

村
・
新
戒
村
・
成
塚
村
・
内
ケ
島

村
・
矢
島
村
・
原
郷
村
・
沼
尻
村
・

石
塚
村
の
十
四
か
村
で
、
現
在

の
深
谷
市
に
含
ま
れ
る
地
域
で

あ
る
。
特
に
明
治
二
十
年
三
月 

※ 

＜日本煉瓦百年史より参考＞ 


